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地域，職域におけるアルコール摂取状況の

推移についての疫学的検討
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　公衆衛生の観点より，飲酒に関する対策や指導を効果的に行うためには，生活環境の異なる地域や職域ご

とに，アルコールの摂取状況の実態や時代的な推移を把握する必要がある。日本各地の地域・職域，計6集

団―秋田・茨城・大阪・高知の住民4集団と大阪の現業系企業・事務系企業の勤務者2集団―を対象とし

て，飲酒量や飲酒頻度の最近10年間の推移，およびアルコール飲料の種類別にみた摂取量を調査し，以下の

結果を得た。

　1)　いずれの集団においても，飲酒者の割合は80年代から90年代にかけて，男女ともに増加した。飲酒量

区分別にみると，男子では日本酒換算で1日1合以上2合未満，女子では1日1合未満の飲酒者の割合が増

加した。

　2)　飲酒者の割合は，男子では秋田の住民と大阪の勤務者集団で80～86％と他の集団に比し高く，女子で

は大阪の勤務者集団で31～45％と最も高率であった。

　3)　総飲酒量に占める各々のアルコール飲料の割合は，男子では，秋田，茨城，高知において日本酒の占

める割合が高く，大阪の勤務者集団においてビール，洋酒の占める割合が高率であった。女子では，おおむ

ねすべての集団でビールが最も多く飲まれていた。

　4)　いずれの集団においても，ビールをおもに飲む者は日本酒や洋酒をおもに飲む者に比し，摂取する全

アルコール量は少量であった。
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